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国
土
交
通
省
は
７
月
６
日
、「
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
に
よ
り
流
域
全
体
で
行
う

『
流
域
治
水
』
へ
の
転
換
」
を
掲
げ
、

「
総
力
戦
で
挑
む
防
災
・
減
災
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
計
87
の

り
に
応
え
る
為
、　

河
川
管
理
の
自
的

と
し
て
「
治
水
」「
利り
す
い水
」
に
加
え

「
河
川
環
境
」（
水
質
、
景
観
、
生
態
系

等
）
の
整
備
と
保
全
を
位
置
付
け
」
た

平
成
９
年
河
川
法
改
正
か
ら
紆
余
曲
折

23
年
、「
造
る
か
ら
直
す
・
護
る
、
そ

し
て
創
る
。」
へ
と
〝
原
点
回
帰
〞
ベ

ク
ト
ル
の
証し
ょ
う
さ左
と
な
る
や
否
や
？

　

全
て
河か
ど
う道
内
に
封
じ
込
め
、
可か
き
ゅ
う
て
き

及
的

速
や
か
に
海
へ
と
水
を
流
し
込
む
「
河

道
主
義
治
水
」。
そ
の
象
徴
が
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
河
道
を
固
め
た
「
用
水

路
」
に
留
ま
ら
ず
、
天て
ん
ば端
と
呼
ば
れ
る

ダ
ム
や
堤
防
の
上
部
、
法の
り
め
ん面
と
呼
ば
れ

る
護
岸
も
全
て
混コ
ン
ク
リ
ー
ト

凝
土
で
塗
り
固
め
た

「
三
面
張
り
」。
が
、
効
率
一
辺
倒
で
は

「
治
水
」
は
対
処
し
得
ぬ
と
悟
っ
た
旧

建
設
省
内
の
「
地
動
説
」
派
が
、
レ
イ

チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
『
沈
黙
の
春
』
を

想
起
さ
せ
る
「
河
川
環
境
」
を
〝
隠
れ

蓑
〞
に
方
針
転
換
を
打
ち
出
し
た
の
で

し
た
。
４
年
後
の
２
０
０
１
年
２
月
20

日
に
発
し
た
『「
脱
ダ
ム
」
宣
言
』
は
、

初
め
て
告こ
っ
か
い解
し
ま
す
が
「
改
正
河
川

法
」
の
理
念
を
な
ぞ
っ
た
俄に
わ
か「
門
前

の
小
僧
」
で
す
。

「
数
百
億
円
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
ダ
ム
は
看か
ん
か過
し
得
ぬ
負

荷
を
地
球
環
境
へ
と
与
え
て
し
ま
う
。

更
に
は
何
れ
造
り
替
え
ね
ば
な
ら
ず
、

そ
の
間
に
夥
お
び
た
だし
い
分
量
の
堆た
い
さ砂
を
、

此こ
れ
ま
た又
、
数
十
億
円
を
用
い
て
処
理
す
る

事
態
も
生
じ
る
」「
縦よ

し
ん
ば
、
河
川

改
修
費
用
が
ダ
ム
建
設
よ
り
多
額
に
な

ろ
う
と
も
、
１
０
０
年
、
２
０
０
年
先

の
我
々
の
子
孫
に
残
す
資
産
と
し
て
の

河
川
・
湖
沼
の
価
値
を
重
視
し
た
い
。

長
期
的
な
視
点
に
立
て
ば
、
日
本
の
背

骨
に
位
置
し
、
数あ
ま
た多
の
水
源
を
擁
す
る

長
野
県
に
於
い
て
は
出
来
得
る
限
り
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ダ
ム
を
造
る
べ
き
で

は
な
い
」。

　

創
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
・
コ
ン
フ
リ
ク
ト

造
的
葛
藤
の
「
脱
ダ
ム
」
思
想
を
、

弁
証
法
と
は
真ま
ぎ
ゃ
く逆
の
原
理
主
義
だ
と
未

だ
に
断デ
ィ
スじ
る
「
ダ
ム
万マ
ン
セ
ー歳
論
者
」
は
痛

い
「
天
動
説
」
派
。
何
故
っ
て
、
計
画

発
表
か
ら
67
年
後
の
昨
秋
、
総
事
業
費

５
３
２
０
億
円
で
利
根
川
支
流
の
吾
妻

川
で
試
験
湛
水
に
漕
ぎ
着
け
た
八
ツ
場

ダ
ム
が
利
根
川
水
系
全
体
水
量
の
１
％

を
役
割
分
担
す
る
に
過
ぎ
ぬ
「
不
都
合

な
真
実
」
を
理
解
し
得
ぬ
の
で
す
か
ら
。

　

手
足
の
爪
を
切
る
よ
う
に
河
道
の
堆

砂
を
、
１
㎡
当
た
り
１
万
円
強
で
地
元

業
者
が
重
機
を
用
い
て
担
当
可
能
な

浚し
ゅ
ん
せ
つ渫
を
小こ

ま

め
忠
実
に
実
施
。
日
本
特
有

の
「
土ど
て
い堤

原
則
」
の
美
名
の
下
に
内
部

が
液
状
化
し
て
越え
っ
す
い水・破は
て
い堤
を
齎も
た
らす
護

岸
補
強
の
鋼こ
う
や
い
た

矢
板
工
法
。
国
土
の
68
・

２
％
を
占
め
る
上
流
域
の
森
林
整
備
。

　

知
事
就
任
時
、
本
体
工
事
は
未
着
工

な
の
に
総
事
業
費
の
半
分
以
上
が
冬
季

五
輪
ボ
ブ
ス
レ
ー
・
リ
ュ
ー
ジ
ュ
会
場

へ
の
ル
ー
プ
橋
と
隧
道
建
設
に
「
転

用
」
さ
れ
て
い
た
ダ
ム
予
算
。
善
光
寺

地
震
（
弘
化
４
年
１
８
４
７
年　

死
者

８
千
人
）
震
央
に
近
接
す
る
活
断
層
真

上
の
浅
川
ダ
ム
計
画
。
国
管
理
の
千
曲

川
の
河
川
改
修
の
遅
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
延
が
理
由
で

「
ダ
ム
を
造
っ
て
も
合
流
部
一
体
の
内な
い

水す
い
は
ん
ら
ん

氾
濫
は
防
げ
な
い
」
と
県
議
会
で
答

弁
し
た
国
交
省
か
ら
出
向
の
土
木
部
長

が
僕
を
「
覚
醒
」
さ
せ
ま
す
。
天
井
川

状
態
で
信
越
本
線
の
真
上
を
流
れ
て
い

た
浅
川
３
km
区
間
を
県
費
で
最
大
11
ｍ

河
道
掘
削
し
た
後
、
名
は
体
を
表
す
千

曲
川「
立た
て
が
は
な

ヶ
花
」狭き
ょ
う
さ
く
ぶ

窄
部
で
の〝
糞く
そ

詰
ま

り
〞
を
解
消
す
べ
く
導
水
路
、
遊
水
地
、

一
旦
緩
急
の
際
は
調
整
池
と
し
て
用
い

る
田
ん
ぼ
や
リ
ン
ゴ
畑
の
事
前
契
約
を

提
案
す
る
も
国
交
省
は
尽
く
拒
絶
。

　

が
、
驚お
ど
ろ
く
勿な
か

れ
、
部
下
の
土
木
部

員
と
共
に
提
案
し
た
数
々
の
施
策
が
今

回
の
87
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
記
載
さ
れ
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！ 

球
磨
川

氾
濫
も
、
人
吉
市
地
籍
の
狭
窄
部
が
原

因
。
球
磨
川
水
系
支
流
の
計
画
だ
っ
た

川
辺
川
ダ
ム
が
存
在
し
た
と
し
て
も
回

避
不
可
能
だ
っ
た
の
で
す
。
心
あ
る
国

交
省
官
僚
よ
、
隗
よ
り
始
め
よ
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
施
策
一
覧
に
「
ダ
ム
建

設
」「
ス
ー
パ
ー
堤
防
」
の
文
言
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。

「
河
川
の
持
つ
多
様
な
自
然
環
境
や
水

辺
空
間
に
対
す
る
国
民
の
要
請
の
高
ま 国交省の「転向」

★
次
号
９
月
号
の
発
行
日
は
８
月
28
日
で
す
。


